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研究生活とエフォート

書類仕事で一日満足することも出来るので、

“＋もう一踏ん張り”で何かを進めるイメージ

講義等10% 自分で手を動かして実験用具作る、
実験する、生き物の世話 10%

ラボメンバーとディスカッション25%

論文を書く・書き物をする25%予算獲得・管理8%

会議等（学内、学外含む）30%

※大学の付置研所属のため、一般的大学教員と異なります



減り続ける予算と研究環境

• オープンサイエンスは世界的な流れで、うれしい
うれしくないではなくて、研究者個人はその中で
何をポジティブにとらえていくか、という段階。

• それに対面する日本の国立大学・研究費の現状



国立大学運営費交付金と科研費の推移

https://okumuralab.org/~oku
mura/stat/090503d.html

https://www.jsps.go.jp/file/storage/
kaken_27_kdata_g1333/1-1_r5.pdf

減る国立大学運営費交付金

増える科研費

（年を合わせてある)
※ゼロから表示してます



縦軸を合わせてみる

• 科研費は国立大学のものではない
• 合計金額は微減(他の財源もあるけれ
ど)

合計（億)年
142452004
138152024



NIHグラント総額は年々上がっている
（この20年間でおよそ倍）

https://www.aau.edu/key-issues/federal-budget/fy23-funding-
briefs/national-institutes-health-fy23-funding-brief



NIH grantは、インフレに合わせている
(R01の一件のあたりの金額の推移)

https://report.nih.gov/nihdatabook/report/158



世の中の物価高

https://mainichi.jp/articles/20211224/k00/00
m/020/026000c
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これに加えて円安で、舶来品は
贅沢な時代に。
輸入品が多い研究はきつい。



私の研究内容
魚をよく見ると我々と「違う」

～進化を見る～

現代の多くの研究：魚と哺乳類が“同じ”であることが前提
(e.g.病理モデル)

よくよく見ると全然“違う”じゃないか・・・

魚にある、僕らの“常識”ではないことを見つけ、解析
（神経・内分泌)



経歴＋どういう研究をしてきたか

キスペプチン

FSH-RH

光受容体

非モデル魚・進化
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キスペプチンが、哺乳類に限定的で
あることを魚の研究から示した

GnRHニューロンGnRHニューロン

脳下垂体

生殖腺刺激ホルモン

生殖腺
(卵巣・精巣）

キスペプチンニューロンキスペプチンニューロン

視床下部

FSH:濾胞刺激ホルモン
LH:黄体形成ホルモン

2003－2005頃に
哺乳類で見つかった

• 不要説に猛反発
→論文通らない

• ホットトピックだったの
で、予算は○

最終的に2018年に包括的な否
定論文をだして強い結論。

(Kanda et al.,2008,2013;Nakajo 
et al., 2018,Endocrinology)



じゃあ違うメカニズムがあるはずだ・・
（ネガティブデータで育てた手法を使いたい）

GnRHニューロンGnRHニューロン

脳下垂体

生殖腺刺激ホルモン

生殖腺

視床下部

FSH,LH

GnRH遺伝子を破壊してみた
→LHは減ったがFSHは残った

(Takahashi et al., 2016, Endocrinology)



FSH専用の最重要因子を魚で探索・発見

LH-RH(GnRH)
ニューロン

LH-RH(GnRH)
ニューロン

脳下垂体

生殖腺刺激ホルモン

生殖腺

視床下部

FSH LH

FSH-RH(CCK)
ニューロン

FSH-RH(CCK)
ニューロン

(Uehara, Nishiike et al., 2024, Nat.Commnu.)

FSH-RH
KO



魚と哺乳類で違う

(Uehara, Nishiike et al., 2024, Nat.Commnu.)
https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240627.html
プレスリリース「卵を育てる視床下部因子“FSH-RH”の発見 ―GnRHの発見から50年ぶりの
メジャーアップデート―」



偶然、メダカの脳下垂体が
光に反応する現象に出会う

顕微鏡

脳下垂体
MSH産生細胞

(Fukuda et al., 2024, Science)

UV
Light

MSH放出

Mc1r

黒色素胞

MSH

チロシナーゼ発現

メラニン蓄積

Opn5mが脳下垂体
MSH産生細胞に発現
直接光受容

https://www.aori.u-
tokyo.ac.jp/research/news/2025/20250107.html
プレスリリース
「アタマをつかった紫外線対策 ―メダカは脳下垂体
で紫外線を感じ、身体を黒くして紫外線を防ぐ―」



オープンサイエンスへから得た物と提供物

• オープンアクセス文献へのアクセス
• 公開次世代シーケンスデータの参照（自分のもの
と見比べる）

• APCを支払った(2024年度分)
–オープンアクセス分190万円/3本
–通常出版40万円/1本

• 実験データ・ソースコードを公開
• 通常出版分も、自分のホームページから無料リン
ク（出版社から提供）

得た

提供



研究遂行と資金獲得
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キスペプチン（当時のトレンド分子）のときは採りやすかったが、自分
にとって新しいチャレンジをするテーマではなかなか国からの資
金を得るのが難しかった ※個人の感想です

キスペプチン

FSH-RH

光受容体

非モデル魚・進化
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第3の選択肢クラウドファンディング

2016年（初期）に行った
・広告メディアとしての可能性
・実施内容を公開するので秘密プロジェクトは難しい
・当時は額はすくなめ。



利用者視点での
オープンサイエンスの

現在の環境



ゲノムデータベースは
オープンサイエンスとわざわざ
言われないくらいオープン

遺伝子配列をデータ
ベースで調べることが
できるように

止まるとパニックにな
るくらい



次世代シーケンスの解析データ

いろんな組織・細胞の発現
している遺伝子を全部読む
→膨大なデータ量とコスト

みんなが同じことをやらなく
ても良い

多くのジャーナルで、出版さ
れた成果の元になる次世代
シーケンスのデータは公開
が義務に



もっと高価な1細胞RNAseqのデータ

バラバラにしてそれ
ぞれをシーケンス
(1回100万円とか）

データ量が増えすぎて、論文ではごく一部の限られた
切り口でしかアプローチできない→他の人が別の切り
口で再解析できる環境を提供

論文 データにアクセス
してダウンロード

自分の調べたい
遺伝子で再解析



データオープン化の意義

–ゲノムデータベースなどは、最たるもので、公共
事業として大成功に思う

–個々の研究者のデータでもシングルセルRNAseq
など、見る人によって見たいところがかわる多次
元ベクトル的なデータが増えてきている。それを
公開するのは意義がある

–データ公開義務化など、ジャーナルの力も大きい。



オープンサイエンスの意味

–論文へのフェアなアクセス権という意味ではOK
–データ公開も、一人では解析できないものがふえて
いるため役に立つこと“も“ある

–論文の掲載料金は高い。評判の良いジャーナルに
載せるのならば、掲載料というより広告料。
日本が貧乏なだけでカラーチャージ＋α。

–結果的にAIに学習させるという意味合いが大きい？


